
国公私立大学の連携により、全国規模の学生調査・卒業生調査・英語力調査分析を基盤として、ＩＲネッ
トワークを通じた連携大学間での相互評価の結果ならびに学内の調査データを学士課程教育の質的向上に
結びつける質保証システムの創出と教学支援組織の育成を目指す。

（取組のポイント・図表）

―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
能
力

を
身
に
つ
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

社
会
の
急
激
な
変
化
に
対
応
し
、
継
続
し
て
教
育
制
度

改
革
を
進
め
る
こ
と
が
現
在
の
大
学
の
課
題
で
す
。
そ
の

解
決
の
た
め
に
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（

）
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
積
極
的
な
大
学
運
営
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

（
評
価
）
の
部
分
は
脆
弱

で
あ
り
、
教
育
制
度
改
革
の
効
果
を
確
認
し
、
次
の
制
度

改
革
に
役
立
て
る
仕
組
が
必
要
で
す
。
本
連
携
取
組
は
、

大
学
間
で
共
通
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
教
育
評
価
の
仕
組
を
日
本
の
大
学
に
導
入
し
ま

す
。

―

な
ぜ
こ
の
８
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。本

取
組
で
は
、
ど
の
大
学
に
も
適
用
で
き
る
大
学
教
育

の
質
保
証
に
向
け
た
新
し
い
教
学
支
援
モ
デ
ル
の
構
築
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
設
置
形
態
の
相
違

を
超
え
た
国
公
私
立
大
学
の
連
携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本

取
組
で
は
４
国
公
立
大
学
４
私
立
大
学
が
タ
ッ
グ
を
組
み

ま
し
た
。
こ
れ
ら
８
大
学
は
設
置
地
域
に
も
バ
ラ
エ
テ
ィ

が
あ
り
、
理
想
的
な
連
携
で
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
Ｉ
Ｒ
（

¨

大
学
調
査
）
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
検
討
、
卒
業
生
調
査
の

検
討
、
英
語
力
調
査
項
目
の
決
定
と
試
行
、
広
報
シ
ス
テ

ム
の
検
討
と
実
施
を
行
い
、
教
育
の
質
保
証
の
枠
組
整
備

に
努
め
ま
す
。
平
成

年
度
か
ら
本
格
的
な
実
施
期
間
と

な
り
、
平
成

年
度
に
５
年
間
の
連
携
事
業
の
ま
と
め
を

行
い
報
告
書
を
編
集
・
出
版
し
、
教
学
評
価
体
制
の
提
言
、

成
果
報
告
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
取
組
期
間

終
了
後
も
連
携
大
学
に
よ
る
教
学
評
価
体
制
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
取
組
で
は
、
新
た
に
教
学
評
価
体
制
の
モ
デ
ル
化
、

Ｉ
Ｒ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
英
語
学
習
評
価
お
よ
び

卒
業
生
調
査
を
行
い
ま
す
。
教
学
評
価
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共

有
化
に
よ
る
人
材
育
成
と
日
本
版
教
学
評
価
モ
デ
ル
の
構

築
を
行
い
ま
す
。
英
語
力
評
価
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ

の
対
応
や
、
卒
業
生
調
査
に
基
づ
く
大
学
教
育
の
職
業
的

レ
リ
バ
ン
ス
の
充
実
に
有
用
な
デ
ー
タ
提
供
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
平
成

年
度
に
は
学
生
調
査
対
象
者
数

を
全
国
で
１
万
人
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

過
去
３
年
間
に
わ
た
り
４
大
学
（
北
海
道
、
同
志
社
、

大
阪
府
立
、
甲
南
）
は
、
Ｉ
Ｒ
機
能
の
構
築
、
Ｉ
Ｒ
を
活

用
し
た
連
携
大
学
間
の
相
互
評
価
、
そ
の
評
価
結
果
を
単

位
の
実
質
化
、
学
生
の
学
習
時
間
の
確
保
に
結
び
つ
け
る

教
育
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
取
組
で
は

連
携
８
大
学
間
で
の
相
互
評
価
結
果
な
ら
び
に
学
内
の
調

査
デ
ー
タ
を
大
学
教
育
の
質
的
向
上
に
結
び
つ
け
る
質
保

証
シ
ス
テ
ム
の
創
出
と
教
学
支
援
組
織
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

こ
の
調
査
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
大
学
生
の
平

均
的
な
学
習
状
況
や
到
達
度
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
各
大
学

は
自
学
の
学
生
の
平
均
像
を
得
る
こ
と
で
、
日
本
の
平
均

像
と
の
比
較
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
自
学
の

弱
点
を
補
強
し
、
長
所
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
海
道
経
済
連
合
会

会
長

近

藤

龍

夫

先
行
き
不
透
明
な
経
済
情
勢
の
中
に
あ
り
、
経
済
の
成

長
と
自
立
を
進
め
た
い
北
海
道
で
は
、
持
て
る
地
域
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
経
済
の
底
上
げ
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
連
携
取
組
に
は
、
学
生
が
社
会
で
期
待
さ
れ
る

能
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
大
学
教
育
の
質
的
向
上

を
要
請
し
ま
し
た
。
８
大
学
の
力
を
結
集
し
、
新
し
い
教

育
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
優
れ
た
人
材
（
地
域
に
お
け
る
人
的

「
資
源
」
）
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
将
来
的
に
経
済
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。
連
携
取
組
で
は
、
社
会
が

求
め
る
大
学
教
育
を
測
定
す
る
た
め
の
調
査
項
目
の
導
入

等
に
関
し
て
協
働
し
ま
す
。

8

取組名称：教学評価体制（ＩＲネットワーク）による学士課程教育の質保証
取組大学：北海道大学（代表校）、お茶の水女子大学、琉球大学、大阪府立大学、玉川大学、同志社大学、関西学院大学、
　　　　　甲南大学



山形県全域の自然、歴史、文化、コミュニティ、産業、県民性等の多彩な地域資源を教育資源とし取り込み、さらには人口減少時代の地域の人
材育成はどうあるべきかの視点も重視した連携取組である。その内容は、大学コンソーシアムやまがたに加盟する高等教育機関の教育の特色
を活かした、フィールドワーク山形、山形プロジェクト教育、山形起業教育及びリーダーシップ教育の「社会人力育成山形講座」と連携取組評価
等を柱として、コミュニケーション力、課題解決力、リーダーシップ等の社会人力を有した人材育成への取組みである。達成目標は、山形県の地

域社会において活躍する、変える、担う人材を養成することであり、大学教育の質保証・向上にも適った取組である。

山
形
県
の
地
域
、
社
会
、
企
業
等
に
お
い
て 

「
活
躍
す
る
」
「
変
え
る
」
「
担
う
」
人
材
の
育
成 

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化 

山形人材育成委員会による企画立案・運営、評価 
 

・３部会（企画運営部会、共同教育部会、連携取組評価部会）設置 
・＜構成＞○連携校（代表校山形大学、山形県立保健医療大学、東北芸術工科大学、東北公益文科大学、東北文教大学、山形県立米沢女子短
期大学、羽陽学園短期大学、東北文教大学短期大学部、鶴岡工業高等専門学校） ○連携機関（山形県、山形県市長会、山形県町村会、山形県
商工会議所連合会、山形県商工会連合会、山形県中小企業団体中央会、山形県経営者協会）○関係大学コンソーシアム（大学コンソーシアムや
まがた） 

１）高等教育山
形宣言「美しい
山形から「もう
一つの人づく
り」を目指して」
の実現。 

２）社会人として
求められている
能力（社会人
力）の育成。 
・コミュニケー
ション力 
・課題解決力 
・リーダーシップ 

３）人口減少時
代の地域では
人材育成環境
の劣化が加速。
山形県全体で
の人材育成の
取り組み。 

単位互換 

達成目標 

美しい 
山 形 

 

豊かな山形教育資源 

評価 

ＩＲシステム 

ＦＤ 

履修証 
４００人 

ＰＤＣＡサイクル 

社会人力の育成 

人材育成の使命 社 会 人 力 育 成 山 形 講 座 の 展 開 

山形プロジェクト教育 
自治体、商店街、企業 
等における課題を取り 
入れたＰＢＬ型教育 

フィールドワーク山形 
山形県の魅力である自然、 
匠、地域づくりと出会う 
現地体験型教育 

リーダーシップ教育 
最上川塾をとおして 
次の時代・社会を切り 
拓くリーダーシップ意 
識を育成する教育 

山形起業教育 
地域や社会の課題を 
ビジネス、サービス等 
に転換する教育 

―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
は
、
社
会
人
力
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
や
課
題
解
決
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）
を
身
に
つ
け
た

人
材
、
と
り
わ
け
山
形
県
の
地
域
・
社
会
・
企
業
等
で
活

躍
す
る
、
変
え
る
、
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成

年
度
に
実
施
し
た
「
社
会
人
力
等
に
関
す
る
意

識
調
査
」
で
は
、
主
体
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に

つ
い
て
学
生
と
企
業
側
の
認
識
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
学
生
の

社
会
人
力
を
育
成
す
る
こ
と
は
急
務
で
あ
り
、
高
等
教
育

機
関
が
連
携
し
て
教
育
の
質
を
高
め
る
と
い
う
視
点
で
取

り
組
む
べ
き
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
９
大
学
・
短
大
・
高
専
で
連
携
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
か
。

平
成

年
以
来
の
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
が
た
の

連
携
活
動
が
基
盤
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
特
に
平
成

年

２
月
に
山
形
高
等
教
育
宣
言
を
発
し
、
「
美
し
い
山
形
か

ら
も
う
一
つ
の
人
づ
く
り
を
目
指
す
」
と
い
う
合
意
が
出

発
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
大
学
等
は
、
芸
術
デ

ザ
イ
ン
、
公
益
、
保
健
医
療
、
教
育
、
福
祉
等
々
異
な
っ

た
領
域
で
教
育
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
の
力
を
結
集
し
た
連
携
取
組
の
素
地
が
で
き
て
い
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

取
組
で
は
４
教
育
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
山
形
、
山
形

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
育
、
山
形
起
業
教
育
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
教
育
）
か
ら
な
る
「
社
会
人
力
育
成
山
形
講
座
」
を
展

開
し
ま
す
。
平
成

年
度
は
準
備
期
間
と
し
、
平
成

年

か
ら
山
形
講
座
は
開
設
さ
れ
ま
す
。
平
成

年
に
評
価
・

見
直
し
、
平
成

年
か
ら
本
格
的
に
山
形
講
座
が
運
用
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業
期
間
終
了
後
も
各
大
学
等
が

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
取
組
で
は
、
新
た
に
、
社
会
人
力
（
社
会
人
と
し

て
求
め
ら
れ
て
い
る
能
力
）
育
成
を
学
生
が
総
合
的
に
学

習
で
き
る
「
社
会
人
力
育
成
山
形
講
座
」
に
よ
る
教
育
を

行
い
ま
す
。
教
育
の
内
容
は
、
行
政
関
係
機
関
や
経
済
団

体
の
連
携
機
関
か
ら
連
携
取
組
に
関
す
る
評
価
を
得
て
、

教
育
の
質
の
向
上
に
重
点
を
置
き
ま
す
。
最
終
年
で
四
百

人
程
度
の
学
生
が
受
講
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

各
大
学
等
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
就
職
支
援
活
動
と
い
う

取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
山
形

講
座
と
い
う
様
々
な
学
習
内
容
で
よ
り
充
実
・
補
完
し
な

が
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
は
山
形
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
社
会
人
に
求

め
ら
れ
る
主
体
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を

認
識
し
、
現
在
の
意
識
と
の
差
異
を
理
解
す
る
事
、
地
域

や
組
織
に
お
け
る
多
面
的
な
課
題
へ
の
対
応
方
法
を
理
解

す
る
事
、
変
革
志
向
と
し
て
課
題
解
決
と
起
業
取
組
の
重

要
性
を
体
得
す
る
事
で
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
能
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
履
修
証
を
発
行

す
る
こ
と
で
、
受
講
生
の
能
力
向
上
の
見
え
る
化
を
図
る

と
と
も
に
、
学
習
の
成
果
が
社
会
的
に
認
知
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
長

清

野

伸

昭

元
気
な
山
形
、
商
工
業
が
発
展
す
る
山
形
を
目
指
し
て

各
商
工
会
議
所
は
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。
業
種
や
地
域
を

越
え
た
交
流
を
通
し
て
先
端
情
報
や
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ズ
を

見
つ
け
る
こ
と
、
ま
た
何
よ
り
も
良
き
人
材
を
採
用
し
確

保
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
連
携
取
組
は
時
宜
を
得
た

も
の
と
思
い
ま
す
し
、
目
標
に
掲
げ
て
い
る
山
形
で
活
躍

し
、
変
え
る
、
担
う
人
材
の
育
成
を
是
非
実
践
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
大
学
等
が
協
働
し
て
新
し
い
教

育
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
、

連
携
取
組
の
評
価
を
軸
と
し
て
参
画
し
、
元
気
な
山
形
の

実
現
の
一
助
と
な
れ
ば
と
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

写真 
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取組名称：美しい山形を活用した「社会人力育成山形講座」の展開
取組大学：山形大学 ( 代表校 )、山形県立保健医療大学、東北芸術工科大学、東北公益文科大学、東北文教大学、 
　　　　　山形県立米沢女子短期大学、羽陽学園短期大学、東北文教大学短期大学部、鶴岡工業高等専門学校



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
社
会
に
対
し
て
広
い
視
野

を
持
ち
、
自
己
学
習
力
と
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
付
け
た

人
材
の
育
成
に
あ
り
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

国
土
の
均
衡
の
と
れ
た
発
展
の
た
め
に
は
、
都
道
府
県

レ
ベ
ル
で
の
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
方
と
首
都
圏
の
広

域
レ
ベ
ル
で
問
題
の
解
決
に
当
た
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の

大
学
・
短
大
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
か
。

我
々
は
平
成

年
に
北
海
道
・
東
北
・
関
東
に
跨
る
大

学
間
連
携
組
織
「
Ｆ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
“
つ
ば
さ
”
」
を

結
成
し
、
一
緒
に
教
育
改
善
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、

“
つ
ば
さ
”
の
加
盟
校
の
中
か
ら
、
本
取
組
の
趣
旨
で
あ

る
地
域
連
携
に
賛
同
さ
れ
た
大
学
で
連
携
を
組
み
ま
し
た
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
（
１
）
連
携
主
体
的
学
習
、

（

）
連
携
Ｆ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ

、
（
３
）
連
携
Ｉ
Ｒ
の
３
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
共
同
し
て
実
施
し
ま
す
。
全
体
の
計
画

を
第
一
期
：
調
査
・
開
発
（
平
成

・

年
度
）
。
第
二

期
：
実
施
・
共
有
（
平
成

・

年
度
）
、
第
三
期
：
充

実
・
発
展
（
平
成

年
度
）
の
３
段
階
に
分
け
て
、
毎
年
、

自
己
点
検
と
外
部
評
価
を
行
っ
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
し
て
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
補
助
事
業
終
了
後

は
、
得
ら
れ
た
成
果
を
「
Ｆ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
“
つ
ば

さ
”
」
加
盟
校
全
体
に
広
げ
る
と
同
時
に
、
全
国
に
も
共

有
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

連
携
主
体
的
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
連
携
校
に

学
生
主
体
型
授
業
が
定
着
し
て
い
き
、
毎
年
２
千
名
程
度

の
学
生
が
受
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
学
習
力
や
社

会
人
基
礎
力
が
育
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

大
学
と
地
域
の
連
携
に
よ
る
現
地
体
験
宿
泊
型
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
大
地
連
携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
北
海

道
・
山
形
・
神
奈
川
で
開
催
し
、
毎
年
２
百
名
程
度
の
学

生
が
受
講
し
、
広
い
視
野
を
獲
得
し
ま
す
。

客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
教
育
改
善
を
進
め
る
た
め

に
Ｉ
Ｒ
（
機
関
調
査
）
を
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

経
費
は
、
学
生
・
教
職
員
の
授
業
参
加
・
交
流
の
た
め

の
旅
費
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
に

多
く
を
割
い
て
い
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

教
員
の
授
業
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
Ｆ
Ｄ
や
、
職
員

の
学
生
支
援
の
能
力
の
向
上
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
を
、
毎
年
百

名
規
模
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｆ
Ｄ
や
Ｓ
Ｄ
に
よ
る
受
益

者
は
す
べ
て
の
学
生
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
Ｆ
Ｄ
や
Ｓ
Ｄ
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
と
一
緒
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
地
域
の
方
々
に
、
成
果
を
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
直
接
判
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

学
生
は
日
本
の
地
方
や
首
都
圏
、
そ
し
て
海
外
で
活
躍
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

山
形
県
新
庄
市
長

山

尾

順

紀

新
庄
・
最
上
地
域
に
は
、
大
学
や
短
大
な
ど
の
高
等
教

育
機
関
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
現
状

を
、
教
育
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
教
育
の
発
展
と
地
域
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、
山
形
大
学
等
と
連
携
し
、

「
エ
リ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
も
が
み
」
を
発
足
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
発
足
以
来
、
新
庄
市
で
は
、
新
庄
市
な
ら
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
学
生
が
地
域
と

交
流
し
、
親
睦
を
深
め
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
新
た
な
取
組
は
、
互
い
に
良
い
刺
激
に
も
な
っ

た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
の

度
の
「
大
学
間
連
携
共
同
教
育
推
進
事
業
」
は
、
さ
ら
に

連
携
す
る
大
学
が
広
が
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
交
流
や
ふ

れ
あ
い
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
新

庄
最
上
地
域
を
教

育
の
舞
台
と
し
、

よ
り
多
く
の
学
生

が
集
い
、
活
動
す

る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
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取組名称：東日本広域の大学間連携による教育の質保証・向上システムの構築
取組大学：山形大学（代表校）、会津大学、札幌大学、北翔大学、青森中央学院大学、石巻専修大学、東北芸術工科大学、東日本国際大学、明海大学、国際武道大学、
　　　　　　　 了德寺大学、東京家政学院大学、東京造形大学、日本女子大学、札幌大学女子短期大学部、北翔大学短期大学部、青森中央短期大学、羽陽学園短期大学、いわき短期大学



地
域
と
と
も
に
行
う 

大
学
間
連
携 

共
同
教
育
推
進
事
業 

背 景 

我が国を取り巻く社会・経済環境は極めて流動的・不安定で、特に若い年齢層は過酷な環境に置かれています。また、福島県では、
少子化・人材流出等による県全体の競争力の低下が深刻です。そこで、県内の高等教育機関が単独の力だけでは切り抜けることがで
きない課題に対して大学間の連携により取り組み、逆境を乗り越え専門職業人として長く活躍できる「強い人材（課題探求・解決力
を持ち、情報発信力が高く、つなぎ・導くことのできる人材）」を育成し、地域にある高等教育機関としての役割を果たします。

取組の 
概 要 

 地域の産業諸機関との連携で 
すすめるモデル的教育プログラム 

地域産業における 
課題を題材にした教育 

逆境を逆手にとった「強い人材」の育成 

市民生活における 
課題を題材にした教育 

大学生が発信する「入学前教育」 

中高生に向けた 
大学生による情報発信 

グローバル教育推進プログラム 

海外との交流、 
海外への情報発信 

「強い人材」とは・・・ 
これからの地域産業・地方自治体等の専門職業人として長く活躍できる人材 

強い人材 
課題探究・解決力を持つ人材 情報発信力の高い人材 つなぎ・導くことができる人材 

地域に 
必要とされる 
優秀な人材を 
県内各地へ 
そして世界へ 

 

「開かれた内部質保証システム」のモデル開発 

各プログラムを支える教職協働の高度化 → 大学教育の質を保障するモデルの開発 

５ 

◆ 県内の優れた人材の県外流出、県全体の競争力の低下 
◆ 少子化・財政ひっ迫による諸困難と社会システムの機能不全 

ステークホルダー と共に取り組む内容  

１ ２ ３ ４ 

成果 ： この取組で育成する人材像  

確かな学力と人材育成のために、常時フィードバックを行い改善 

東日本大震災・福島第一原発事故によって加速・深刻化 

地域の意識＝ 

地域人材 
育成の危機 

地域のステークホルダー 
（県、市長会・町村会、経済諸団体） 
からの地域人材の育成に対する、 
大学等への期待 

現状 

―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
逆
境
を
乗
り
越
え
専
門
職

業
人
と
し
て
長
く
活
躍
で
き
る
、
課
題
探
究
・
解
決
力
や

情
報
発
信
力
な
ど
の
能
力
を
有
し
た
「
強
い
人
材
」
の
育

成
を
す
る
こ
と
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

福
島
県
は
、
少
子
化
・
人
材
流
出
等
に
よ
る
県
全
体
の

競
争
力
の
低
下
が
深
刻
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
へ
の
対
策

は
、
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
に
必
要
な
課
題
で
あ

り
、
県
内
で
「
強
い
人
材
」
を
育
む
こ
と
は
急
務
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の

大
学
・
短
大
・
高
専
で
連
携
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
か
。

福
島
県
内
で
は
約
１
万
９
千
人
の
大
学
生
が
学
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
い
わ
ゆ
る
総
合
大
学
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一

つ
の
大
学
が
単
独
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
を
連
携
し
て

取
り
組
む
た
め
の
組
織
と
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ア
・
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
ふ
く
し
ま
（
以
下
、
Ａ
Ｃ
Ｆ
）
が
機
能
し
て

き
ま
し
た
。
今
の
状
況
に
お
い
て
、
復
興
を
目
指
し
て
学

生
が
挑
み
た
い
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
こ
の
大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
枠
組
み
を
活
用
し
、
大
学
等
間
の
連
携

が
な
け
れ
ば
実
現
し
え
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
に
は
、
事
業
に
関
与
す
る
教
職
員
は
も
ち

ろ
ん
、
学
生
主
体
の
事
業
に
つ
い
て
も
円
滑
に
推
進
で
き

る
よ
う
、
ま
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
働
し
事
業
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
組
織
づ
く
り
を
急
ぎ
ま
す
。
平
成

年

度
以
降
は
本
格
的
に
「
強
い
人
材
」
の
育
成
に
取
り
組
み

ま
す
。
平
成

年
度
ま
で
に
実
施
し
た
事
業
の
成
果
を
有

効
に
活
か
し
、
各
大
学
等
の
教
育
の
質
的
向
上
を
図
り
、

本
事
業
終
了
後
の
平
成

年
度
以
降
は
Ａ
Ｃ
Ｆ
が
主
体
と

な
っ
た
更
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

―
こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

大
学
教
育
の
質
を
保
証
す
る
モ
デ
ル
を
開
発
す
る
べ
く
、

教
職
協
働
の
高
度
化
を
図
り
、
こ
れ
を
本
取
組
の
根
幹
に

位
置
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

地
域
と
の
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通

し
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
専
門
職
業
人
を
年
間
６
百
人
超

を
育
成
す
る
好
循
環
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。 

た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
も
学
生
と
接
す
る
機
会
の
多
い

教
員
や
職
員
の
資
質
を
向
上
す
る
事
業
は
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
教
職
員
が
共
に
取
り
組
む
事
業
は
珍
し
い
も
の

で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
既
存
の
枠
を
取
り
払
っ
て
、
教
職

融
合
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

約
１
万
９
千
人
の
大
学
生
の
資
質
を
向
上
す
る
事
業
が
実

現
し
ま
す
。 

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
学
生
た
ち
が
社
会
参
画
を
し
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
の
活

動
は
地
域
の
人
々
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
評
価
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
学
生
の
成

長
を
継
続
的
に
見
守
り
、
調
査
し
て
、
地
域
に
お
け
る
彼

ら
の
活
躍
を
広
く
社
会
に
公
表
し
な
が
ら
、
「
強
い
人

材
」
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

東
北
地
方
南
部
に
位
置
し
、
関
東
圏
に
近
接
す
る
福
島

県
は
、
若
者
た
ち
が
県
外
に
流
出
し
、
地
域
を
支
え
る
人

材
が
不
足
す
る
課
題
が
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

そ
の
課
題
が
さ
ら
に
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

県
内
の
行
政
、
産
業
等
諸
機
関
の
力
と
な
る
若
者
を
、
県

内
の
大
学
等
で
育
成
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
福
島
県
や
各
経
済
団
体
な
ど
と
県
内
の
大
学
で

構
成
さ
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ア
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ふ
く
し
ま

の
各
機
関
全
体
が
協
働
し
、
ど
の
よ
う
な
局
面
で
も
活
躍

で
き
る
強
い
人
材
を
育
む
教
育
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま
す
。

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
福
島
県
の
復
興
と
未

来
を
支
え
る
多
く
の
若
者
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
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